社内統合化情報システムの構築
概　　要
当社は，大正１２年創業の老舗の豆腐製造販売業者である。豆腐や厚揚げなどの製品を製造し，首都圏全域の大手ＳＣと取引を行っているほか，直営売店の経営も行っている。
これまで，当社の社内ネットワークは，販売管理，費用管理，営業管理などの情報システムが個別単独に稼働しており，円滑な事務処理や迅速な経営判断に有効に活用されていなかった。

このため，今般，これらの個別情報システムを統合し，社内情報の共有化を実現するネットワーク構築支援を行うことで，売上や収益力の向上を図るとともに，ウイルス対策を取り組む等，セキュリティ面での向上に関しても，必要な支援を行った。
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支援内容
・当社のＩＴによる経営の現状と必要となる改善の方向性を把握・検討するとともに，当社の経営に関する重要課題とＩＴ化戦略との関係について明らかにした。
・社内ＬＡＮやファイヤーウォールなどＩＴ基盤整備を行うため，ＩＴ環境を調査し，現状と構築すべきシステム構成図を明らかにした。
成　　果
・社内ＬＡＮの構築により，社内情報の共有化が可能となり，あわせてインターネットやメールの速度が向上するなど，業務効率向上が図られた。
・ファイヤーウォールやウイルスソフト対策により，外部からの各種攻撃にも強くなり，安心してインターネットやメールを活用することが可能となった。
